
「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！
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尾鷲中学校体育祭



❷

第
32
回  

全
国
尾
鷲
節
コ
ン
ク
ー
ル

　
今
年
で
32
回
目
を
迎
え
る
全
国
尾
鷲
節
コ
ン
ク
ー
ル
を
11
月
12
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。全
国
か
ら
尾
鷲
節
の
愛
好
家
た
ち
が
集
ま
り
、中
学
生
以
上
を
対
象

と
し
た「
一
般
の
部
」「
壮
年
の
部
」と
小
学
生
以
下
を
対
象
と
し
た「
少
年
少
女
の
部
」の
３
部
門
で
、尾
鷲
節
の
唄
い
手
日
本
一
を
決
定
し
ま
す
。ま
た
、大
会

当
日
に
は
、会
場
と
な
る
尾
鷲
市
民
文
化
会
館
の
敷
地
内
で
、尾
鷲
の
干
物
や
お
寿
司
な
ど
を
販
売
す
る
物
産
展
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト（
※
雨
天
中
止
）が
さ
ら

に
全
国
尾
鷲
節
コ
ン
ク
ー
ル
を
盛
り
上
げ
る
予
定
で
す
。ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
所　
尾
鷲
市
民
文
化
会
館

（
せ
ぎ
や
ま
ホ
ー
ル
）

催し
◆物産展　 
◆フリーマーケット（雨天中止）
◆ひだまり縁日
◆尾鷲よいとこヤーヤにゃんと記念撮影
◆おわせ輪内地区まるごと振興協議会

※アトラクションや付帯事業は、スケジュールの
都合により変更する場合があります。

審査員
大澤淡洞さん　日本民謡協会監事

渡辺松海さん　日本郷土民謡協会執行理事・全大阪民謡協会理事長

和泉善聖さん　日本民謡協会東近畿連合委員長・日本民謡和泉会会主

山西敏德さん　尾鷲節保存会名誉会長

大倉健嗣さん　尾鷲節保存会副会長

お問い合わせ
水産商工食のまち課　☎�８２２３

ステージアトラクション
◆ロックジャム・尾鷲節保存会こども太鼓　 
◆前年度優勝者「髙見春代さん」によるステージ
◆坂東流柳蛙会

開催
11 月 12 日㈰

午前９時～



❸

尾鷲ヒノキふれあいフェスタ
 『森林を身近な存在へ』をテーマに、「尾鷲ヒノキふれあいフェスタ」を開催します。最近では、木と触れ合
う機会が減ってきておりますので、この機会に木が持っている温かみ、安らぎや癒しの効果を感じても
らうとともに、森林が担っている重要な役割や魅力についても見つめ直してみませんか。ぜひご参加く
ださい。

お問い合わせ　木のまち推進課　☎�８２２４

開催 11 月４日㈯  午前 10 時～午後３時

場所　熊野古道センター

●尾鷲ヒノキの販売コーナー
●地元産野菜即売会コーナー
●婦人会によるふるまい

●木工製品作製体験コーナー
●森の学校～森のせんせいに学ぼう～
●木の薫る遊び場コーナー

当日参加できるイベントもあります！
木工製品が当たる抽選会があります！

「第７回おわせ魚まつり」「尾鷲イタダキ市」会場の尾鷲魚市場と結ぶシャトルバスもご利用ください。

●クッブ体験コーナー（三重国体デモンストレーションスポーツ）

日本農業遺産認定記念
シンポジウム開催

●基調講演
テーマ　日本農業遺産に認定された尾鷲ヒノキ林業について
講　師　速水 亨氏（速水林業代表、FSC ジャパン副代表）

日時　11月４日㈯　午後１時～２時50分
場所　熊野古道センター

●パネルディスカッション
　テーマ　尾鷲ヒノキ林業の保全と地域の魅力について
　コーディネーター　松村直人　　（三重大学教授）
　コメンテーター　　速水 亨        （速水林業代表）
　パネリスト　　　　田中裕也　　（田中木材工業株式会社専務取締役）
　　　　　　　　　　内山裕紀子　（くまの体験企画代表）
　　　　　　　　　　伊東将志　　（夢古道おわせ夢古道の湯支配人）

　平成29年３月14日に国が創設し
た「日本農業遺産」に当地域の「尾鷲
ヒノキ林業」が認定されました。
　この伝統的な林業生産システム
とこれを育んできた人々や文化、美
しい景観などの地域の魅力を保全
し、発信しながら「今後の地域づく
りをどのように進めていくべきか」
について考えていきます。

お問い合わせ　木のまち推進課　☎�８２２４



❹

11
月
４
日
㈯ 

開
催
場
所　
尾
鷲
魚
市
場

第
７
回  

お
わ
せ
魚
ま
つ
り

　

尾
鷲
の
お
い
し
い
魚
を
皆
さ
ん
に
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
わ
せ
魚
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
家
族
で
楽
し
め

る
無
料
イ
ベ
ン
ト（
※
セ
リ
市
、鮮
魚
販
売
は
代
金
が
必
要
）が
あ
り
ま

す
の
で
、皆
さ
ん
ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

【当日に参加できるイベント】
①試食コーナー　午前９時～

アオリイカ他鮮魚、寿司、干物、大敷汁、あお
さ汁、魚ごはんなどの試食ができます。ま
た、尾鷲高校家庭クラブによる試食、レシピ
紹介もあります。（なくなり次第終了です。）

②タッチプール　午前９時～
尾鷲の海の生き物に触れるプールを設置しま
す。どんなお魚に会えるかは当日のお楽しみに。

③子供ゲームコーナー　午前９時～
ゲームに挑戦して景品がもらえます。
※小学生以下が対象です。

④マグロ目方当てクイズ
午前９時～９時 45 分

解体ショーで用いるマグロの重さを当てる
クイズを行います。当たった人にマグロの
ブロックなどの豪華賞品をプレゼント。
※小学生以下が対象です。

⑤マグロの解体ショー
午前９時 45 分～10 時 30 分

マグロを１尾まるごと解体します。また、マ
グロの刺身の試食も行います。

（なくなり次第終了です。）

⑥鮮魚販売　午前９時 30 分～
当日、水揚げされた魚を、お値打ち価格
で販売します。
※水揚げの状況により、開始時刻が前後

します。
【事前に申し込みが必要なイベント】
※事前公募は終了しました。
①定置網漁業体験　午前６時～８時

市内の小学生が参加します。
②干物作り体験教室　午前８時～10 時

海洋深層水の塩を使った干物づくりに、
市内の小学生親子が参加します。

③養殖業体験
鯛の三枚おろし教室・コンテスト

午前８時～11 時
市内の中学生が参加します。
※三枚おろし・コンテストのみの場合は、

午前９時～11 時です。
④セリ市　午前 10 時 30 分～

20 組が対象です。（１組２人まで）

お
問
い
合
わ
せ　
水
産
商
工
食
の
ま
ち
課　
☎
�
８
２
３
１

お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
危
機
管
理
室　
☎
�
８
１
１
８

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　
地
震・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
に
備
え
、情

報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。こ
の
訓
練
は
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム（
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
用
い
た
訓
練
で
、

尾
鷲
市
以
外
で
も
行
わ
れ
ま
す
。

◆
日
時　
11
月
14
日
㈫　
午
前
11
時
頃

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

地
震・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、国

か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
情
報
を
伝

え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

◆
伝
達
方
法

防
災
行
政
無
線
と
エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ
に
よ
る
一

斉
放
送

◆
放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
⇨「
こ
れ
は
、テ
ス
ト
で
す
」（
３

回
）⇨「
こ
ち
ら
は
、ぼ
う
さ
い
尾
鷲
市
で
す
」

⇨
チ
ャ
イ
ム
音

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

を
用
い
た
訓
練

三
重
県・
伊
賀
市・
尾
鷲
市・
紀
北

町
総
合
防
災
訓
練

◆
日
時

11
月
５
日
㈰　
午
前
９
時
～
11
時

◆
場
所

瀬
木
山
町
及
び
尾
鷲
港
第
４
岸
壁

◆
参
加
機
関

陸
上
自
衛
隊
第
33
普
通
科
連
隊
、航
空
自
衛
隊
、自
衛

隊
三
重
地
方
協
力
本
部
、中
部
管
区
警
察
局
三
重
県
情

報
通
信
部
、三
重
県
警
察
本
部
、尾
鷲
警
察
署
、尾
鷲
海

上
保
安
部
、三
重
県
紀
北
地
域
活
性
化
局
、三
重
県
尾

鷲
建
設
事
務
所
、三
重
紀
北
消
防
組
合
消
防
本
部
、尾

鷲
消
防
署
、尾
鷲
市
消
防
団
、津
市
消
防
本
部
、三
重
県

防
災
航
空
隊
、尾
鷲
総
合
病
院
、尾
鷲
市
建
設
業
協
会
、

三
重
県
ド
ロ
ー
ン
協
会
、国
土
交
通
省
紀
勢
国
道
事
務

所
、三
重
河
川
国
道
事
務
所
、尾
鷲
市
社
会
福
祉
協
議

会
、尾
鷲
市
連
合
婦
人
会（
日
赤
奉
仕
団
）、中
部
電
力

尾
鷲
営
業
所
、三
重
県
石
油
商
業
組
合
紀
北
支
部
、三

重
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、三
重
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
紀
北
協

議
会
、尾
鷲
市
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
、マ
ル
イ
自

動
車
工
業
、北
村
無
線
設
備
、三
重
県
、尾
鷲
市

お
問
い
合
わ
せ　
防
災
危
機
管
理
室  

☎
�
８
１
１
８

　
直
下
型
地
震（
内
陸
部
）と
海
溝
型
地
震（
沿
岸
部
）が

時
間
差
で
発
生
し
た
場
合
、県
で
は
総
力
戦
と
な
る
こ
と

か
ら
、内
陸
部
市
町
自
ら
の
災
害
対
応
力
向
上
、そ
し
て
、

内
陸
部
と
沿
岸
部
の
連
携
、県
の
受
援
体
制
の
構
築
を
図

る
た
め
、伊
賀
市
、尾
鷲
市
、紀
北
町
に
お
い
て
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、県
民
の
防
災
意
識
向
上
に

寄
与
す
る
た
め
、世
界
津
波
の
日（
津
波
防
災
の
日
）で
あ

る
11
月
５
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。



　
秘
境
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
、

三
木
浦
の「
太
地
」へ
の
探
検
ウ
ォ
ー

ク
で
す
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
は
、趣

お
も
む
き

の
あ
る「
三
木
浦
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」で

の
食
事
と
交
流
会
。い
つ
も
と
違
う
時

間
が
流
れ
る
世
界
で
、新
し
い
出
逢
い

を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

12
月
９
日
㈯

午
前
９
時
～
午
後
３
時（
予
定
）

◆
場
所

尾
鷲
市
役
所（
受
付
）→
三
木
浦

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
太
地
へ
）→

三
木
浦
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス（
食
事
・

フ
リ
ー
タ
イ
ム
会
場
）

◆
参
加
料

男
性　
２
、５
０
０
円

女
性　
１
、５
０
０
円

◆
対
象

20
歳
以
上
45
歳
位
ま
で
の
独
身

男
女　
各
10
人　
計
20
人

※
先
着
順
で
す
が
、男
女
比
率
を

考
慮
の
う
え
、抽
選
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
締
切

11
月
30
日
㈭

◆
申
込

み
え
出
逢
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（https://

w
w

w
.deai-event-m

ie.jp/

）

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
商
工
会
議
所☎

�
２
６
１
１

◆
日
時

12
月
２
日
㈯　
午
前
10
時
～
正
午

※
受
付：午
前
９
時
45
分
～　

◆
場
所

中
央
公
民
館

◆
定
員

40
人

◆
内
容

　

う
た（
民
謡・
唱
歌・
演
歌
等
）

が
う
ま
く
聞
こ
え
る
方
法
を

こ
っ
そ
り
教
え
ま
す
。

◆
講
師

渡
辺
二
三
子
さ
ん

◆
参
加
費

無
料

◆
申
込

11
月
14
日
㈫
～
30
日
㈭

※
定
員
と
な
り
次
第
、締
め
切
り

と
な
り
ま
す
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館　
☎
�
０
０
０
１

◆
日
時

11
月
16
日
㈭
午
前
10
時
～
正
午

※
受
付：午
前
９
時
45
分
～　

◆
場
所

　
中
央
公
民
館

◆
定
員

20
人

◆
内
容

苔
玉
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

◆
講
師

三
鬼
和
子
さ
ん

◆
参
加
費

６
０
０
円

◆
申
込

11
月
１
日
㈬
～
13
日
㈪

※
定
員
と
な
り
次
第
、締
め
切
り

と
な
り
ま
す
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館　
☎
�
０
０
０
１

◆
日
時

11
月
30
日
㈭午

前
９
時
～
11
時
30
分

◆
場
所

中
央
公
民
館

◆
定
員

10
人

◆
内
容

木
目
込

※
来
年
の
干
支（
犬
）を
作
り
ま
す
。

◆
講
師

浜
口
久
美
子
さ
ん

◆
参
加
費

１
、３
０
０
円

◆
申
込

11
月
13
日
㈪
～
27
日
㈪

※
定
員
と
な
り
次
第
、締
め
切
り

と
な
り
ま
す
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館　
☎
�
０
０
０
１

　
「
服
が
入
ら
な
い
！
」「
季
節
も

の
の
収
納
っ
て
ど
う
し
た
ら
い
い

の
？
」た
ん
す
や
押
し
入
れ
の
収
納

に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
プ
ロ
に
コ

ツ
を
聞
い
て
、年
末
の
大
掃
除
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
内
容

洋
服
の
整
理・収
納
に
つ
い
て

◆
日
時

12
月
５
日
㈫午

後
１
時
30
分
～
３
時

◆
場
所

中
央
公
民
館

◆
定
員

30
人

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
講
師

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

ク
ラ
ブ
三
重

小
林
雅
子
さ
ん

◆
参
加
費

無
料

◆
申
込

11
月
１
日
㈬
～

※
電
話
で
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
託
児
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、申
し
込
む
時
に

必
ず
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

◆
日
時

12
月
５
日
㈫

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
場
所

中
央
公
民
館

◆
定
員

20
人（
ふ
る
さ
と
大
学
に
申
し
込
ん

で
い
る
人
が
優
先
と
な
り
ま
す
。）

◆
講
師

浜
口
恵
子
さ
ん

◆
参
加
費

２
、０
０
０
円

※
ふ
る
さ
と
大
学
申
込
者

１
、３
０
０
円

◆
申
込

11
月
13
日
㈪
～
30
日
㈭

※
定
員
と
な
り
次
第
、締
め
切
り

と
な
り
ま
す
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館　
☎
�
０
０
０
１

❺

尾
鷲
市
結
婚
支
援
実
行
委
員
会

第
６
回
出
逢
い
イ
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職員給与費の状況（一般会計予算）	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分 職員数（見込）
（Ａ）

給与費（Ｂ） 一人当たり給与費
（Ｂ / Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計

29 年度 170 人 647,739 78,987 256,494 983,220 5,784
注１ 職員手当には退職手当と児童手当は含みません。　注２ 給与費は当初予算に計上された額です。
職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成 29 年４月１日現在）

区分
尾鷲市 国

法定初任給 採用２年経過日給料額 初任給

一般行政職
大学卒 178,200 円 190,100 円 178,200 円
高校卒 146,100 円 154,500 円 146,100 円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　　　　　　　　　　　　　　      （平成 29 年４月１日現在）
区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 250,500 円 286,000 円 318,200 円
高校卒 211,200 円 250,500 円 286,000 円

特別職の報酬等の状況　　（平成 29 年４月１日現在）

区分 給料月額等

給
料

市　長 20％減額後
※平成 21 年 9 月～平成 29 年６月 720,000 円 

副市長 712,000 円

報　
酬

議　 長 425,000 円 

副議長 353,000 円 

議　 員 321,000 円 

部門別職員数の状況と主な増減理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 29 年４月１日現在）
区分 職員数 対前年増加数 主な増減理由部門 平成 28 年 平成 29 年

一般行政部門

議　　会 3 3 0
総務企画 51 51 0
税　　務 12 12 0
民　　生 15 13 △ 2 事務の統廃合縮小
衛　　生 31 32 1 業務増
農林水産 17 17 0
商　　工 8 8 0
土　　木 11 13 2 派遣職員の増、業務増
小　　計 148 149 1

特別行政部門 教　　育 22 21 △ 1 退職不補充、事務の統廃合縮小
小　　計 22 21 △ 1

普通会計計 170 170 0

公営企業等会計部門

病　　院 233 235 2 欠員補充
水　　道 10 10 0
そ の 他 8 7 △ 1 事務の統廃合縮小
小　　計 251 252 1

合　計 421 422 1
注職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を

除きます。

　地方公務員の給与は、民間との比較、国家公務員や他の地方公共団体職員とのバラ
ンスなどを考えて決められています。市民の皆さんに、市職員の給与の実態を知って
いただくため、そのあらましをお知らせします。

区分 給料月額等

期　
末　
手　
当

市　長
副市長

　平成 28 年度支給割合
　６月期 1.90 月 
12 月期 2.05 月 
　　計 3.95 月 

市長は右記から 10％削減
平成 21 年９月～平成 29 年６月

議　長
副議長
議　員

　平成 28 年度支給割合
　6 月期 1.50 月 
12 月期 1.65 月 
　　計 3.15 月 



❼

人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分 住民基本台帳人口
（平成 29 年 3 月 31 日）

歳出額
( Ａ ) 実質収支 人件費

( Ｂ )
人件費率
( Ｂ／Ａ )

（参考）
27 年度の人件費率

28 年度 18,547 人 10,237,138 267,132 1,492,395 14.6% 14.9%
注人件費には、特別職に支給される給料と報酬等を含みます。

職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況　　　　　　　　　　　　（平成 29 年 4 月 1 日現在）

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
29 年度 311,407 円 351,253 円 41.0 歳 343,659 円 370,718 円 49.2 歳

一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　( 平成 29 年４月１日現在 )
区　分 7　級 6 　級 5 　級 4　級 3 　級 2 　級 1 　級

計
標準的な職務内容 事務長 課長級 補佐級 係長級 主　任 主　事 主　事

職員数 ０ 人 17 人 11 人 58 人 28 人 23 人 ８ 人 145 人
構成比 0.0% 11.7% 7.6% 40.0% 19.3% 15.9% 5.5% 100.0%

参
考

1 年前の構成比 0.0% 11.8% 9.7% 39.6% 16.0% 18.8% 4.2% 100.0%
5 年前の構成比 0.6% 12.6% 16.1% 32.9% 23.8% 10.5% 3.5% 100.0%

注１ 尾鷲市職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

職員手当の状況
区分 尾鷲市 国の制度

との異同

期末手当
勤勉手当
(　) は
管理職

　平成 28 年度支給割合

同

期末手当 勤勉手当

6 月期 1.225 月分 0.80 月分
（1.025 月分）（1.00 月分）

12 月期 1.375 月分 0.90 月分
（1.175 月分）（1.10 月分）

計   2.60 月分   1.70 月分
  （2.20 月分） （ 2.10 月分）

職制上の段階・職務の級等による加算措置　有

区分 尾鷲市 国の制度
との異同

退職
手当

　平成 28 年度支給率

同

自己都合　 定年・勧奨　
勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.590 月分
最高限度額 49.590 月分 49.590 月分
一人当たり 自己都合　 定年・勧奨　
平均支給額 10,364 千円 21,595 千円

注退職手当一人当たり平均支給額は、前年度に退職した職員に支給された平均額です。

区分 尾鷲市 国の制度
との異同

扶養
手当

配偶者 10,000 円

同
満 22 歳までの子 8,000 円

（配偶者のない場合その内一人） 10,000 円
その他の扶養親族一人につき 6,500 円

（配偶者のない場合その内一人） 9,000 円
扶養親族で満 16 才から 22 才の子 5,000 円加算

住居
手当

借家・借間居住者
同支給対象額　　　　 12,000 円を超える額 

　最高支給額 27,000 円

通勤
手当

 ア  交通機関利用者

同　　最高支給限度額 55,000 円
 イ  交通用具使用者
　　最高支給限度額 31,600 円

特殊
勤務
手当

（２8年度）

区分 全職種
 職員全体に占める手当支給職員の割合 2.8%
 支給対象職員一人当たりの平均支給年額 4,600 円

 手当の種類（手当数） １

 代表的な手当の名称
支給額の多い手当 市税等事務手当
その他の主な手当 行旅病人、同死亡

人処理手当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(病院・水道会計除く)

時 間 外
勤 務
手 当

27 年度
支給総額 48,085 千円

職員一人当たり平均支給年額 272 千円

28 年度
支給総額 36,670 千円

職員一人当たり平均支給年額 207 千円
　　　　　　　　　　　　　　　　( 病院・水道会計除く )

職員給与等の状況についてお知らせします
お問い合わせ　総務課　☎�８１１２



❽

お知らせします！ 　 市 の 財 政 状 況 お問い合わせ　財政課　☎�８１４１

各特別会計の予算執行状況
会　計　名 予 算 額 収入率 予 算 額 執行率収 入 済 額 支 出 済 額

国 民 健 康 保 険 事 業
2,973,255 千円

30.1% 
2,973,255 千円

34.8% 
894,920 千円 1,033,966 千円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業
610,476 千円

12.7% 
610,476 千円

30.0% 
77,312 千円 182,937 千円

公 共 下 水 道 事 業
2,164 千円

0.0% 
2,164 千円

0.0% 
0 千円 0 千円

( 平成 29年８月31日現在 )

( 平成 29 年 3 月 31 日現在 )

建物
95,434㎡

（前年比 ＋ 873㎡）

土地
1,155,298㎡

（前年比 ＋ 280㎡）

車両など
118 台

（前年比＋１台）

市有林
5,035ha

（前年比増減なし）

出資金と出損金
159,971 千円

（前年比＋ 800 千円）

基金
2,430,046 千円

前年比 －75,117千円

有価証券
8,443 千円

（前年比増減なし）

債権
126,645 千円

（前年比 △ 8,927 千円）

市債（長期の借金）状況
( 平成 29年 5月31日現在 )

臨時財政対策債
4,042,108千円
36.7％

そのほか
2,124,869千円
19.3％

農林水産業債
1,268,074千円
11.5％

衛生債
719,562千円
6.5％

教育債
1,228,651千円
11.2％

民生債
1,037,646千円
9.4％

消防債
582,365千円
5.3％

総額
11,003,275 千円

財産の状況

注意：割合は四捨五入のため、合計に合わない場合があります。
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業
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❾

お知らせします！ 　 市 の 財 政 状 況

一般会計の歳出状況
予 算 額 合 計　　9,563,523千円
支出済額合計　　3,252,134千円
執 行 率　　34.0%

科　　目 予 算 額 執行率
支 出 済 額

議 会 費
124,163 千円

48.1% 
59,714 千円

総 務 費
1,128,296 千円

36.8% 
414,735 千円

民 生 費
3,582,715 千円

33.2% 
1,189,828 千円

衛 生 費
1,528,846 千円

53.2％
813,589 千円

農 林 水
産 業 費

482,775 千円
32.1% 

154,808 千円

商 工 費
118,533 千円

54.9% 
65,047 千円

土 木 費
340,873 千円

25.7% 
87,662 千円

消 防 費
483,765 千円

45.1% 
217,986 千円

教 育 費
644,472 千円

37.8% 
243,651 千円

災 害 復
旧 費

3,000 千円
0.0% 

0 千円

公 債 費
1,124,085 千円

0.5% 
5,114 千円

予 備 費
2,000 千円

0.0% 
0 千円

( 平成 29年８月31日現在 )

一般会計の歳入状況
予 算 額 合 計　　9,563,523千円
収入済額合計　　3,529,619千円
収 入 率　　36.9%

科　　目 予 算 額 収入率収 入 済 額

市 税 2,169,886 千円 50.2% 1,088,790 千円

地方譲与税 51,000 千円 29.1% 14,816 千円

各種交付金 338,500 千円 25.5% 86,311 千円
地 方 特 例
交 付 金

5,900 千円 52.9% 3,122 千円

地方交付税 3,373,000 千円 44.4% 1,496,452 千円
交 通 安 全
対 策 特 別
交 付 金

2,800 千円 0.0% 0 千円
分 担 金 及
び 負 担 金

134,167 千円 31.9% 42,814 千円
使 用 料 及
び 手 数 料

127,081 千円 41.8% 53,169 千円

国庫支出金 962,898 千円 34.7% 333,920 千円

県 支 出 金 623,821 千円 7.1% 44,156 千円

財 産 収 入 36,829 千円 37.3% 13,744 千円

寄 附 金 1 千円 3,714,300.0% 37,143 千円

繰 入 金 779,246 千円 0.0% 0 千円

繰 越 金 5,128 千円 5309.3％272,259 千円

諸 収 入 99,166 千円 14.2％14,123 千円

市 債 854,100 千円 3.4％28,800 千円

( 平成 29年８月31日現在 )

　市では、皆さんから納められた税金や、国・県の補助金・交付金などがどのように
使われているか、また市の財産や借金（市債）がどれくらいあるのかなどについて、
皆さんに知っていただくために財政状況を公表しています。

※歳入の「各種交付金」は、利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金・地方消費税交付金・自動車取得税交付金です。

※



❿

平成 28 年度　一般会計決算 お問い合わせ　出納室　☎�８１８１

歳出 総額
10,237,138,110 円

　市の平成 28 年度
一般会計・特別会計
の決算が、第３回定
例会において認定さ
れました。今号では、
一般会計を中心に決
算の概要をお知らせ
します。

自
主
財
源　
37・６
％

市 税

繰 入 金

繰 越 金

分 担 金 及
び 負 担 金
使用料及び
手数料ほか

依
存
財
源　
62・４
％

地方交付税

国庫支出金

市 債

県 支 出 金

地方消費税
交付金ほか

2,256,175,165 円
 21.5%

853,388,778 円
 8.1%

331,256,236 円
 3.2%

134,501,846 円
 1.3%

380,962,126 円
 3.6%

3,603,329,000 円
34.3%

1,077,666,547 円
10.3%

886,000,000 円
 8.4%

580,024,583 円
 5.5%

406,093,000 円
 3.9%

民 生 費

総 務 費

衛 生 費

公 債 費

教 育 費

消 防 費

農林水産業費

土 木 費

商 工 費

議 会 費

災 害 復 旧 費

3,615,506,199 円
 35.3%

2,020,342,125 円
 19.7%

1,439,317,846 円
 14.1%

1,078,242,742 円
 10.5%

654,164,721 円
 6.4%

447,160,885 円
 4.4%

345,846,970 円
 3.4%

323,605,965 円 
3.2%

189,570,369 円
 1.9%

123,380,288 円
 1.2%

0 円 
0.0%

　歳入は前年度に比べて、繰越金及びふるさ
と応援基金を設置したことによる繰入金など
が増額となっているものの、市債、県支出金及
び地方消費税交付金などが減額となり、歳入
合計で370,507,388円の減額となりました。
特に、市債が311,300,000円の大幅な減額と
なっています。

　歳出は前年度に比べて、311,510,323
円の減額となりました。主な普通建設事
業として
保育園整備事業（第三・第四）

307,304千円
清掃工場補修・更新事業       99,522千円
情報セキュリティ強化対策事業

69,588千円
を実施しました。

実質収支額
　歳入歳出差引額から平成 29 年度への繰越事業に必要な財源 5,127,000 円を差し引
いた実質収支額は 267,132,171 円となりました。

単年度収支額
　平成 28 年度実質収支額から平成 27 年度実質収支額 249,916,236 円を差し引い
た単年度収支額は 17,215,935 円の黒字となりました。

実質単年度収支額
　平成 28 年度単年度収支額に、財政調整基金への 620,520,000 円の積み立て及び
672,246,000 円の取り崩しを加味した結果、実質単年度収支額は 34,510,065 円の
赤字となりました。

地方消費税交付金
315,983,000 円
3.0%

地方譲与税
51,001,000 円
0.5%

自動車取得税交付金
13,618,000 円
0.1%

配当割交付金
8,637,000 円
0.1%

地方特例交付金
5,797,000 円
0.1%

株式等譲渡所得割交付金
5,061,000 円
0.0%

利子割交付金
3,521,000 円
0.0%

交通安全対策特別交付金
2,475,000 円
0.0%

使用料及び手数料
127,395,782 円
1.2%

諸収入
115,380,373 円
1.1%

寄附金
101,695,483 円
1.0%

財産収入
36,490,488 円
0.3%

⇨

⇨

歳入 総額
10,509,397,281 円

歳入歳出差引額　272,259,171 円
※構成比は四捨五入によるため合計が合わない場合があります。
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平成 28 年度　一般会計決算

国民健康保険事業
歳 入 総 額 3,144,818,911 円
歳 出 総 額 3,031,547,364 円
歳入歳出差引額 113,271,547 円

平成 28 年度
特 別 会 計 決 算

普通建設事業費　934,215 千円

性質別歳出
義務的経費 42.9％の内訳

投資的経費 9.1％の内訳

その他の経費 48.0％の内訳

物件費　15.7%
1,605,626 千円

補助費等　13.9%
1,424,911 千円

積立金　7.8%
793,506 千円

繰出金　9.9%
1,014,768 千円

その他　0.7%
70,818 千円

義務的経費　42.9%
4,393,294 千円

投資的経費　9.1%
934,215 千円

その他の経費　48.0%
4,909,629 千円

人件費　14.6%
1,492,395 千円

扶助費　17.8%
1,822,656 千円

公債費　10.5%
1,078,243 千円

公共下水道事業
歳 入 総 額 2,765,070 円
歳 出 総 額 2,765,070 円
歳入歳出差引額 0 円

後期高齢者医療事業
歳 入 総 額 626,187,503 円
歳 出 総 額 608,595,714 円
歳入歳出差引額 17,591,789 円

※千円未満四捨五入

　

市
の
一
般
会
計・
特
別
会
計・

基
金
な
ど
の
公
金
は
、市
内
７
つ

の
金
融
機
関
に
分
散
し
て
管
理・

運
用
が
行
わ
れ
て
お
り
、内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、百
五
銀
行
は
、現
在
市

の
指
定
金
融
機
関
に
な
っ
て
い

る
た
め
、金
額
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
出
納
室　
☎
�
８
１
８
１

（平成29年8月末日現在）

金融機関 預金額
百五銀行 2,073,220,775円
伊勢農協 410,000,000円
三重県信用漁連 60,000,000円
中京銀行 10,000,000円
第三銀行 10,000,000円
紀北信用金庫 10,000,000円
東海労働金庫 10,000,000円

計 2,583,220,775円

公
金
の
管
理
と

運
用
状
況
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安心でおいしい水をお届けします！

●水道事業会計決算状況　過去５年間の推移（税抜）
年度 収益 費用 差し引き

平成 24 年度 594,590,388 円 514,568,439 円 純利益        80,021,949 円
平成 25 年度 577,660,425 円 501,824,257 円 純利益        75,836,168 円
平成 26 年度 594,709,074 円 532,289,400 円 純利益        62,419,674 円
平成 27 年度 555,006,608 円 508,603,930 円 純利益        46,402,678 円
平成 28 年度 562,504,373 円 477,097,534 円 純利益  　　85,406,839 円

平成 28 年度　水道事業決算
　上水道においては倉ノ谷町地内、新田町地内、野地町地内の配水管布設替工事を計260.0ｍ、及び桂山配水池場内整備工
事、向井加圧ポンプ場加圧ポンプ他取替工事詳細設計業務委託を実施しました。
　簡易水道においては、曽根地内、須賀利地内、三木里地内、賀田地内の配水管布設替工事を計287.7ｍ、及び早田地内配水
管改良工事、三木里浄水場送水ポンプ取替工事を実施しました。
　水道事業はみなさんに安全・安心でおいしい水を安定供給するため、各施設の整備と更新、さらに日常の維持管理を
行っています。事業に必要な経費は水道料金収入と長期借入金によってまかなう独立採算制により運営しています。
　平成28年度決算では、過疎・高齢化に伴い一般家庭の使用水量は減少していますが、8,540万円の純利益を計上するこ
とができました。
　しかしながら、水道事業では老朽管の布設替など、災害に強い水道施設の整備・更新に取り組んでおり、今後も安全・安
心でおいしい水の安定供給には、継続的に水道施設の整備・更新が必要になりますので、ご理解とご協力をお願いします。

お問い合わせ　水道部　☎�８２７１

●水道料金の比較（税込）
家事用 10㎥／月あたりの水道料金比較

全
国
最
高
額

三
重
県
最
高
額

全
国
平
均
額

三
重
県
平
均
額

尾
鷲
市

3,510 円

1,944 円

1,540 円
1,251 円 1,188 円

●水道料金の使用状況（税抜）
水道料金 100 円当たりの使い道

施設などの
減価償却費
45円

原水を飲用に
するための費用　16円

浄水場から蛇口まで水を
お届けするための費用　10円

検針・料金徴収・窓口サービス
・そのほかの費用　16円

施設建設・改良にかかった
借入金利息　13円

●収益及び費用（税抜）

収益 費用

給水収益
（水道料金）

519,904,028 円

その他
42,600,345 円

純利益　85,406,839 円

人件費
71,233,405 円

動力費 / 修繕費
55,396,769 円

減価償却費及び
資産減耗費

218,137,869 円

支払利息
63,176,984 円

その他
69,152,507 円

562,504,373 円 477,097,534 円

●建設改良（税込）

収入

長期借入金
17,400,000 円

建設改良費
76,917,654 円

23,270,880 円
支出

282,401,354 円

企業債償還金
205,483,700 円

一般会計
繰入金
1,939,680 円
給水加入金

3,931,200 円

内部留保資金等
259,130,474 円

⇔

（内部留保資金を除く）
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　平成28年度の病院事業会計決算は、収益が4,496,163,542円、費用が4,409,271,243円、差し引き86,892,299
円の黒字となりましたが、過去からの未処理欠損金があるため累積欠損金が2,700,545,598円となりました。
　前年度と比較すると、収益においては外来収益が54,597,424円の減となったものの、一般会計からの負担金
が121,193,000円の増となったことなどにより合計で91,824,494円の増となり、費用においては減価償却費が
18,775,178円の減となったことなどにより合計で8,047,847円の減となりました。また、建設改良では収入として
長期借入金84,300,000円、一般会計繰入金211,367,00円、主な支出として建設改良費90,698,292円、長期借入金
償還357,288,101円となり、収支差額については一時借入金で措置しました。
　このような厳しい財政状況ではありますが、地域の皆さんが安心していつでも受診できる二次救急医療施設とし
て、365日24時間の救急医療体制を維持し、また、がん診療連携推進病院、へき地医療拠点病院、災害拠点病院とし
て、高度で良質な医療と患者サービスを提供し、これからも地域の皆さんの健康を支えます。

お問い合わせ　尾鷲総合病院　☎�３１１１

平成 28 年度　尾鷲総合病院決算 地域の皆さんの健康を支えます !

収入
452,798,863 円

支出
452,798,863 円

長期借入金
84,300,000 円

一般会計繰入金
211,367,000 円

建設改良費
90,698,292 円

長期借入金償還
357,288,101 円

その他
4,812,470 円

収益
4,496,163,542 円

費用
4,409,271,243 円

入院収益
2,175,354,487 円

外来収益
1,633,489,618 円

医業外収益
561,534,948 円

その他
125,784,489 円

人件費
2,314,905,238 円

材料費
993,236,142 円

経費
642,368,383 円

支払利息
78,798,574 円

その他
379,962,906 円

純利益
86,892,299 円

●地区別外来患者実人数

尾鷲市
7,522 人

紀北町
4,641 人

熊野市
1,208 人

その他
1,013 人

熊野市
85 人

その他
16 人

●地区別救急車利用患者数

紀北町
711 人

尾鷲市
843 人

合計 14,384 人

合計 1,655 人

診療科 内科 神経内科 外科 呼吸器外科 脳神経外科 整形外科 小児科
入院 40,776 人 ー 8,785 人 236 人 ー 18,532 人 134 人
外来 40,361 人 2,123 人 5,729 人 579 人 2,411 人 22,219 人 3,223 人

診療科 産婦人科 耳鼻咽喉科 眼科 精神科 皮膚科 泌尿器科 放射線科 合計
入院 839 人 ー 774 人 ー 229 人 1,939 人 ー 72,244 人
外来 2,460 人 1,752 人 4,317 人 416 人 6,412 人 7,679 人 31 人 99,712 人

診
療
科
別
延
患
者
数

●収益及び費用（収益的収支）

●建設改良（資本的収支）

一時借入金
157,131,863 円

▲
▼
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水道事業会計
●業務実績について

　平成 28 年度末の給水戸数は 9,566 戸で、前年度末より
79 戸減少し、給水人口は 18,527 人で、前年度より 401
人減少している。総有収水量は 2,817,814㎥で、前年度よ
り 37,366㎥の増加となっている。

●建設改良工事について
　上水道においては、老朽管布設替工事として、倉ノ谷町地
内、新田町地内、野地町地内の計260.0ｍが行われ、桂山配
水池場内整備工事及び向井加圧ポンプ場加圧ポンプ他取替
工事詳細設計業務委託が実施されている。簡易水道におい
ては、老朽管布設替工事として、曽根町地内、須賀利町地内、
三木里町地内、賀田町地内の計287.7ｍが行われ、早田地内
配水管改良工事及び三木里浄水場送水ポンプ取替工事が実
施されている。

●経営成績について
　収益的収支の面では、総収益は前年度より1.3％増加し、
5億6,250万4,373円で、総費用は6.1％減少し、4億7,709
万7,534円となった。このため、収益的収支は、当年度で純
利益8,540万6,839円が計上されている。

●経営比率について
　営業収支比率は126.2％で、前年度より9.2ポイント上昇
している。総収支比率は117.9％で、前年度より8.8ポイン
ト上昇している。総収支比率については全国平均（平成27
年度、給水人口1.5万人以上３万人未満）の値111.6％と比
較すると、6.3ポイント上回っている。なお、職員１人当た
りの営業収益は5,221万円で、全国平均の値6,067万円と
比較すると、846万円下回っている。

今後に期待する諸点については、次のとおりである。
①当年度の有収率は70.3％で、水道普及率の変化が無いなか、

前年度より0.8ポイント低下しており、全国平均の82.8％
と比較すると、依然として低水準にある。その主な要因は漏
水等が考えられるので、今後も、管路診断や老朽化が進行
している配水管の布設替えなどによる漏水防止対策を継続
的・計画的に実施することで、さらなる有収率の向上を図ら
れたい。また、水道事業は、今後予想される大規模地震や津
波等の災害時において、市民生活の維持・復旧に欠かせない
重要なライフラインの一つである。災害に強いインフラ整
備の観点から、管路整備についても引き続き推進し、安全で
安定的な水の供給に取り組まれることを期待する。

②当年度の決算においては、給水収益が909万円（1.7％）増加し
たことと、営業費用が2,488万円（5.6％）減少したことにより、
純利益は対前年度比3,900万円増益の8,540万円を計上したも
のの、人口減少等に伴い、給水戸数が減少を続けており、料金収
入の大幅な増加が期待できない状況にある一方で、施設の維持
管理や更新、改良などに多額の設備投資が必要となることが見
込まれるため、引き続き厳しい経営状況が続くことが予想され
る。これらを踏まえ、今後も、有収率向上策の推進や徹底したコ
スト削減等により、より一層効率的かつ効果的な事業経営に努
められたい。

病院事業会計
●業務実績について

　平成28年度の病院利用状況については、入院患者数は
72,244人（１日平均197.9人）で、外来患者数は99,712人

（１日平均410.3人）となり、前年度と比較して、入院患者数
は2,641人（3.7％）増加し、外来患者数は1,619人（1.5％）
減少した。病床利用率は77.6％で、前年度と比べ3.1ポイン
ト上昇している。

●経営成績について
　収益的収支の面では、総収益は前年度より2.0％増加し、
44億9,616万3,542円で、総費用は前年度より0.1％減少
し、44億927万1,243円となった。このため、収益的収支は、
当年度で純利益8,689万2,299円が計上され、当年度未処
理欠損金（累積欠損金）は27億54万5,598円となった。

●経営比率について
　医業収支比率は93.7％で、前年度と比較すると0.8ポイ
ント低下している。総収支比率は101.9％で、前年度と比較
すると2.2ポイント上昇している。

●一時借入金について
　一時借入金は3億8,000万円で、前年度と比較すると、
7,000万円減少しているが、依然として資金繰りが厳し
い経営状態が続いている。

今後に期待する諸点については、次のとおりである。
①当年度末の医師数は、前年度末より１人減少の14人で、依然

として医師不足が続いており、三重大学病院や伊勢赤十字
病院をはじめとする市内外の病院の応援を得て、東紀州保
健医療圏における中核病院として、365日24時間の救急体
制を維持しているのが現状である。今後も、引き続き関係機
関との連携を図りながら、医師の確保に努められ、安全で質
の高い医療サービスの安定的・継続的提供を図られたい。

②当年度の決算においては、8,689万円の純利益が発生し、当
年度未処理欠損金は27億54万円となった。総収益は前年度
より増加、総費用は前年度より減少しているものの、そのう
ち、医業収益については、39億3,431万円で、外来患者数の
減少等により、前年度より3,451万円（0.8％）減少し、医業
費用については、41億9,452万円で、前年度より324万円

（0.0％）減少した。その結果、医業収支はマイナス2億6,021
万円となり、医業費用を医業収益で賄えない状態となって
いる。過疎高齢化に伴う人口減少等により、医業収益の拡大
は困難であることが推測される一方で、高額な医療機器等
の修繕など、多額の設備投資が必要となることが見込まれ
るため、引き続き厳しい経営状況が続くことが予想される。
これらを踏まえ、今後も、未収金の回収や徹底したコスト削
減等により、赤字の解消に努められ、より一層効率的かつ合
理的な事業運営を図られるよう望むものである。

③一時借入金は、本来、年度中途における収支時期のくいちが
いによる短期的な資金不足を補い、予算内の支出を行うた
めのものである。当年度においても、前年度と同様に、運転
資金不足を補うため、年度内に借入れと返済を繰り返し
行っているが、当年度末においては、前年度末より7,000万
円少ない、3億8,000万円となった。今後も更に、厳しい資
金繰りが続くものと推測されるが、一時借入金の解消を目
指し、事業実績や計画額等を十分精査・検討して、適切かつ
効率的な資金繰りを実施されたい。

水道・病院の監査概要をお知らせします！
　地方公営企業法の規定に基づき、千種伯行監査委員と髙村泰德監査委員から平成 28 年度尾鷲市水道事業会計及び病院事
業会計決算審査にかかる意見書が、平成 29 年６月 26 日付けで市長に提出されましたので、その概要をお知らせします。

お問い合わせ　監査委員事務局　☎�８１５０
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に
年
末
調
整
の
事
務
手
続
き
な
ど
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

11
月
22
日
㈬

午
後
２
時
～
４
時

◆
場
所

三
重
県
尾
鷲
庁
舎

※「
年
末
調
整
の
し
か
た
」及
び

「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等

の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出

の
手
引
き
」の
送
付
を
事
前
に

受
け
て
い
る
人
は
、当
該
書
類

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
軽
減
税
率
制
度
の
概
要
や
制
度

対
応
に
係
る
支
援
制
度
な
ど
が

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
日
時・場
所

11
月
７
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～
３
時

三
重
県
尾
鷲
庁
舎

11
月
28
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～
３
時

御
浜
町
中
央
公
民
館

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
が
、

収
容
人
員
の
都
合
に
よ
り

参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
駐
車
施
設
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、公
共
交
通
機
関

等
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
税
務
署
☎
�
２
２
２
２

※
右
の
電
話
番
号
に
お
か
け

い
た
だ
い
た
後
、自
動

音
声
案
内
に
従
っ
て
、

「
２
」を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
税
務
署　

個
人
課
税
部
門
☎
�
２
２
２
４

法
人
課
税
部
門
☎
�
２
２
８
５

尾
鷲
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
を
考
え
る
週
間

所
得
税
の
青
色
申
告

決
算
等
説
明
会

年
末
調
整
説
明
会

消
費
税
軽
減
税
率
制

度
等
説
明
会

　

受
診
対
象
者
に
は
、特
定
健

診
受
診
券（
緑
色
の
封
筒
）を
６

月
下
旬
に
市
か
ら
郵
送
し
て
い

ま
す
。ま
た
、特
定
健
診
対
象
者

で
、ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
に

は
、10
月
に
市
か
ら
受
診
勧
奨
は

が
き
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

40
歳
か
ら
74
歳（
一
部
75
歳
）

で
受
診
日
に
尾
鷲
市
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

◆
受
診
場
所

病
院・
診
療
所
な
ど（
受
託
医

療
機
関
）

◆
自
己
負
担
額

５
０
０
円

◆
健
診
項
目

問
診
、身
体
計
測
、診
察
、血　

圧
測
定
、血
液
検
査
、尿
検
査
等

　

受
診
対
象
者
に
は
、健
康
診
査

受
診
券（
緑
色
の
封
筒
）を
６
月
下

旬
に
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
か
ら
郵
送
し
て
い
ま
す
。

◆
受
診
場
所

病
院・
診
療
所
な
ど（
受
託
医

療
機
関
）

◆
自
己
負
担
額

住
民
税
課
税
世
帯　
５
０
０
円

住
民
税
非
課
税
世
帯 

２
０
０
円

◆
健
診
項
目

問
診
、身
体
計
測
、診
察
、血
圧

測
定
、血
液
検
査
、尿
検
査
等

　

受
診
券
等
を
紛
失
し
た
場
合

は
、再
発
行
を
行
い
ま
す
の
で
、左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
�
８
１
９
３

国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
皆
さ
ん
へ

特
定
健
診
・
健
康
診
査
は
、健
康
状
態
の
確
認
、生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
や
早
期
対
処
、糖
尿
病
や
心
臓
病
・
脳
卒
中
の

予
防
、生
活
習
慣
を
見
直
す
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

　
受
診
期
限
は
11
月
30
日
㈭
で
す
。後

期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

受
診
券
を
紛
失
し
た
と
き
は

特
定
健
診
は
お
済
み
で
す
か



⓰

◆
対
象

　

扶
養
義
務
者
が
３
年
以
上

市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
で
、

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
平
成
29
年
３
月
卒
業

及
び
平
成
30
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
人

◆
申
請
期
間

11
月
１
日
㈬
か
ら
10
日
㈮
午

後
５
時
ま
で（
必
着
）

※
持
参
の
場
合
は
、土・
日
曜

日
及
び
祝
日
を
除
く
日
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、指
定
日
時

ま
で
に
必
着

◆
内
容

　

市
長
及
び
尾
鷲
総
合
病
院

長
の
面
接
に
よ
り
２
人
ま
で

推
薦
し
ま
す
。

◆
面
接
日
程

11
月
25
日
㈯　
午
後

◆
面
接
場
所

尾
鷲
総
合
病
院

◆
申
請
方
法

　

左
記
書
類
一
式
を
市
福
祉

保
健
課
健
康
長
寿
推
進
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
三
重
大
学
推
薦
入
試
志
願

票
の
写
し（
志
願
票
）

②
三
重
大
学
医
学
部
医
学
科

推
薦
入
試（
地
域
枠
Ｂ
）推

薦
書（
様
式
１
）

③
三
重
大
学
医
学
部
医
学
科

推
薦
入
試（
地
域
枠
Ｂ
）志

願
理
由
書（
様
式
２
）

④
学
生
証
の
写
し

⑤
扶
養
義
務
者
の
住
民
票（
志

願
者
と
の
関
係
が
確
認
で

き
る
も
の
）

※
志
願
者
の
所
属
す
る
学
校

長
が
取
り
ま
と
め
て
提
出

す
る
こ
と
。

お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
☎
�
３
８
７
１

　

道
路
の
点
検・
補
修
工
事
を
行

う
た
め
通
行
止
め
を
実
施
し
ま
す
。

①
紀
勢
道

（
紀
伊
長
島
Ｉ
Ｃ
～
尾
鷲
北
Ｉ
Ｃ
）

◆
規
制
内
容

夜
間
全
面
通
行
止
め

午
後
８
時
～
翌
朝
午
前
６

時
◆
工
事
期
間

11
月
６
日
㈪
～
11
日
㈯

②
熊
野
尾
鷲
道
路

（
尾
鷲
南
Ｉ
Ｃ
～
熊
野
大
泊
Ｉ
Ｃ
）

◆
規
制
内
容

夜
間
全
面
通
行
止
め

午
後
８
時
～
翌
朝
午
前
６

時
◆
工
事
期
間

11
月
13
日
㈪
～
18
日
㈯

お
問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局

☎
０
５
９
８・５
２・５
３
６
８

　
尾
鷲
市
農
業
委
員
会
で
は
、市

内
の
農
地
利
用
の
現
況
及
び
将
来

の
見
通
し
等
か
ら
考
慮
し
て
、新

規
就
農
等
を
促
進
す
る
た
め
に
、

農
地
法
第
３
条
に
よ
っ
て
農
地
を

取
得（
貸
借
）す
る
場
合
の
要
件
で

あ
る
下
限
面
積
を
20
ア
ー
ル
か
ら

10
ア
ー
ル
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。

ま
た
、市
内
で
空
き
家
に
付
随
す

る
農
地
を
取
得（
貸
借
）す
る
場
合

に
は
、農
業
を
し
た
い
移
住
者
の

選
択
肢
を
拡
大
し
、市
外
か
ら
の

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
な
ど
の
移
住
定

住
を
促
進
し
、遊
休
農
地
の
発
生

防
止
、解
消
及
び
農
村
環
境
の
保

全
を
図
る
た
め
、下
限
面
積
を
１

ア
ー
ル
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。

◆
施
行
日

平
成
30
年
３
月
１
日

※
施
行
日
以
降
の
申
請
受
付
分

か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、左
記
の
と
こ
ろ
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

木
の
ま
ち
推
進
課

☎
�
８
２
２
４

　
み
え
熊
野
学
研
究
会
で
は
、毎

年
、東
紀
州
地
域
の
自
然・
歴
史・

文
化・
民
俗
な
ど
の
地
域
学
を
調

査
研
究
し
、地
域
の
再
発
見
と
研

究
成
果
の
普
及
活
動
に
取
り
組
ん

で
お
り
、次
の
と
お
り
、「
み
え
熊

野
学
地
域
巡
回
講
座
in
紀
北
地

区
」を
開
催
し
ま
す
。入
場
は
無
料

で
事
前
申
し
込
み
も
不
要
で
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

12
月
９
日
㈯午

後
２
時
～
４
時

◆
場
所

中
央
公
民
館

◆
講
師

皇
學
館
大
学
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

板
井
正
斉
准
教
授

◆
演
題

な
ぜ
、若
者
は
熊
野
を
目
指
す

の
か
？ 

～
聖
地
巡
礼
の
現
代

的
な
変
容
か
ら
～

お
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課  

☎
�
８
２
９
３

東
紀
州
地
域
振
興
公
社
紀
北

事
務
所      　
☎
�
３
７
８
４

◆
日
時

12
月
３
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
テ
ー
マ

み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り

◆
内
容

①
生
活
習
慣
病
予
防
コ
ー
ナ
ー

②
お
口
の
健
康
コ
ー
ナ
ー

③
こ
こ
ろ
の
健
康
コ
ー
ナ
ー

④
骨
密
度
測
定・血
管
指
標
測

定
、高
血
圧・
糖
尿
病
予
防

の
試
食　
な
ど

　
詳
し
く
は
、次
号
の
広
報
お
わ

せ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

健
康
長
寿
推
進
係

☎
�
３
８
７
１

平
成
30
年
度
三
重
大
学
医
学

部
医
学
科
推
薦
入
試【
地
域

枠
Ｂ
】に
つ
い
て

紀
勢
道・
熊
野
尾
鷲
道
路
夜

間
通
行
止
め

農
地
法
第
３
条
の
別
段
の
面

積（
下
限
面
積
）を
引
き
下
げ

ま
し
た

み
え
熊
野
学
地
域
巡
回
講
座

in
紀
北
地
区
開
催

尾
鷲
市
健
康

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
Ｄ
ａ
ｙ
開
催



⓱

　満１歳のお子さまの
写真を随時募集してい
ます！（誕生月と掲載
月が異なる場合も掲載
できます）写真にお子さ
まの名前（よみがな）・保
護者の住所・氏名・電話
番号・コメント
を添えて秘書広
報係まで申し込
んでください。

はじめまして満１歳です

中
なかむら

村 優
ゆうしん

心くん
（泉町、父・圭吾 母・麻由花）
いつもニコニコ♡
お兄ちゃんと仲良しだね♡

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き（
10
％
）地
域
商
品
券「
つ

ば
き
振
興
券
」を
販
売
し
ま
す
。

◆
販
売
価
格

　
１
冊（
５
、５
０
０
円
分
）　
５
、０
０
０
円

※
購
入
限
度　
　
１
人
に
つ
き
10
冊

◆
発
行
数

２
０
、０
０
０
冊

◆
販
売
開
始
日

11
月
27
日
㈪

　
※
売
り
切
れ
次
第
、終
了
と
な
り
ま
す
。

◆
有
効
期
間

11
月
27
日
㈪
～
平
成
30
年
１
月
31
日
㈬

◆
販
売
場
所

【
常
設
販
売
】

尾
鷲
商
工
会
議
所

【
特
別
販
売・販
売
予
定
日
】

11
月
27
日
㈪　
主
婦
の
店
せ
ぎ
や
ま
店

11
月
28
日
㈫　
イ
オ
ン
尾
鷲
店

11
月
29
日
㈬

主
婦
の
店
セ
ン
ト
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

11
月
30
日
㈭　
主
婦
の
店
サ
ン
バ
ー
ス
ト

12
月
２
日
㈯　
イ
タ
ダ
キ
市
会
場

※
時
間

イ
タ
ダ
キ
市
会
場　
午
前
９
時
～
正
午

そ
の
ほ
か　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
予
約
販
売

　
須
賀
利
、九
鬼
、早
田
、三
木
浦
、三
木
里
、

古
江
、賀
田
、曽
根
、梶
賀
に
住
ん
で
い
る
人

を
対
象
に
予
約
販
売
を
行
い
ま
す
。

【
受
付
場
所
】

右
記
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

【
受
付
期
間
】

11
月
14
日
㈫
～
18
日
㈯

　

予
約
販
売
の
受
け
渡
し
場
所
と
日
時
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

予
約
販
売
の
受
け
渡
し
日
程

受渡し場所 受渡し日時
九鬼コミュニティーセンター

11 月 22 日㈬

午前 9 時 30 分～ 10 時 30 分
早田コミュニティーセンター 午前 11 時～正午
三木浦コミュニティーセンター 午後１時 30 分～２時 30 分
三木里コミュニティーセンター 午後３時～４時
古江コミュニティーセンター

11 月 24 日㈮

午前 9 時 30 分～ 10 時 30 分
賀田コミュニティーセンター 午前 11 時～正午
曽根コミュニティーセンター 午後１時 30 分～２時 30 分
梶賀コミュニティーセンター 午後３時～４時
須賀利コミュニティーセンター 午前 10 時～ 11 時

直
な お え

江 晃
こ う た

汰くん
（中井町、父・竜一郎 母・知保）

1歳おめでとう！
元気に育ってね。

宮
みやもと

本 歩
ほ の か

果ちゃん
（向井、父・吉康 母・妙子）

お兄ちゃんが大好きで、いつも
ニコニコほのちゃんです♥
元気に大きく育ってね☆

樋
ひ ぐ ち

口 みゆちゃん
（向井、父・嘉久 母・まこ）

お兄ちゃんと遊ぶのが大好き
なおてんば娘です‼
みゆちゃん、１才おめでとう♡

内
う ち だ

田 陽
は る た

太くん
（座ノ下町、父・拡 母・加奈）
イタズラ大好き♡やんちゃな
ハルくん！これからも笑顔
いっぱいで元気に育ってね♪

お
問
い
合
わ
せ

　
尾
鷲
商
工
会
議
所☎�

２
６
１
１



⓲

　
マ
ル
ア
ジ
は
、当
地
で
は
青
ア

ジ
と
呼
ば
れ
る
ア
ジ
科
ム
ロ
ア
ジ

属
の
魚
で
、定
置
網
で
漁
獲
さ
れ

た
も
の
が
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。

　
東
京
、若
狭
湾
以
南
か
ら
南
シ

ナ
海
に
か
け
て
、及
び
ハ
ワ
イ
に

分
布
し
て
い
ま
す
。

　
外
見
が
マ
ア
ジ
と
酷
似
し
て
い

ま
す
が
、尾
の
付
け
根
の
上
下
に

小し
ょ
う
り
き

離
鰭
と
呼
ば
れ
る
三
角
形
の
小

さ
な
ヒ
レ
が
あ
る
こ
と
等
で
見
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。１
歳
で

20
㎝
、２
歳
で
26
㎝
、３
歳
で
29
㎝

前
後
に
成
長
し
ま
す
。紀
伊
水
道

周
辺
の
マ
ル
ア
ジ
の
回
遊
に
つ
い

て
調
べ
た
和
歌
山
県
の
報
告
に
よ

る
と
、冬
に
は
水
温
16
℃
以
上
の

水
温
帯
に
漁
場
が
形
成
さ
れ
、春

に
は
水
温
の
上
昇
と
と
も
に
北
上

し
、秋
に
表
面
水
温
が
24
℃
に
低

下
す
る
と
南
下
が
始
ま
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。冬
か
ら
初
夏
に
産
卵

す
る
マ
ア
ジ
よ
り
も
少
し
遅
い
４

～
８
月
が
産
卵
期
で
、盛
期
は
６

～
７
月
で
す
。当
地
で
は
あ
ま
り

評
価
さ
れ
る
魚
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、大
阪
に
は
初
夏
か
ら
夏
祭
り

の
頃
に
兵
庫
県
、和
歌
山
県
か
ら

旬
の
釣
り
物
の
マ
ル
ア
ジ
が
入
荷

す
る
ほ
ど
、関
西
で
は
馴
染
み
の

深
い
魚
で
す
。ま
た
、マ
ル
ア
ジ
の

棒
寿
司
は
大
阪
中
央
卸
売
市
場
内

の
寿
司
屋
の
名
物
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。秋
か
ら
冬
に
脂
の
乗
り
が

落
ち
る
マ
ア
ジ
に
対
し
、マ
ル
ア

ジ
の
品
質
は
産
卵
後
を
除
い
て
年

間
安
定
し
て
い
ま
す
。調
理
法
は

塩
焼
き
、フ
ラ
イ
等
は
も
ち
ろ
ん
、

マ
ア
ジ
と
同
様
に
刺
身
で
も
美
味

し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

マ
ル
ア
ジ

き

ょ

う

い

く

あ

れ

こ

れ

　
平
成
29
年
度
の
全
国
学
力・
学

習
状
況
調
査
の
児
童・
生
徒
質
問

紙
の
集
計
結
果
に
よ
る
と
、小
学

校
６
年
生
の
平
日
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、携
帯
電
話
の
使
用
率
は

年
々
上
昇
し
て
い
ま
す
。１
日
に

１
時
間
以
上
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
行
う
児
童
数
は
こ
こ
３

年
間
で
35・
８
％
上
昇
し
て
い
ま

す
。ま
た
、尾
鷲
市
の
児
童
の
使
用

率
は
全
国
平
均
よ
り
高
く
、携
帯

電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
の

低
年
齢
化
も
顕
著
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。高
性
能
で
使
い
勝
手
の
良

い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、大
人
の
み

な
ら
ず
子
ど
も
に
と
っ
て
も
大
変

便
利
な
ツ
ー
ル
で
す
。子
ど
も
に
持

た
せ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
反
面
、次
の
よ
う
な
リ
ス
ク
や

課
題
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

　
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」と
は
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
っ
て
、

ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
へ
他
人
の
悪

口
や
誹
謗
中
傷
を
書
き
込
む
行
為

で
す
。ま
た
、メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
グ
ル
ー
プ
か
ら
特
定
の
子
ど
も

を
入
れ
ず
に
陰
口
な
ど
を
書
き
込

む「
グ
ル
ー
プ
外
し
」と
い
う
も
の

も
あ
り
ま
す
。学
校
で
行
わ
れ
る

直
接
的
な
い
じ
め
と
異
な
り
、本

人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
書
き
込

ま
れ
る
た
め
、発
見
ま
で
時
間
が

か
か
り
、表
面
化
し
た
時
に
は
大

き
な
問
題
に
発
展
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。ま
た
、「
ネ
ッ
ト
い

じ
め
」は
、安
易
な
気
持
ち
で
悪
口

を
書
き
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
多

く
、被
害
者
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

加
害
者
に
な
る
リ
ス
ク
も
有
し
て

い
ま
す
。

　
長
時
間
の
ス
マ
ホ
使
用
は
、学

力
、集
中
力
の
低
下
を
引
き
起
こ

す
危
険
性
が
あ
り
、全
国
学
力・学

習
状
況
調
査
の
結
果
か
ら
も
、そ

の
よ
う
な
傾
向
が
う
か
が
え
ま

す
。ま
た
、長
時
間
の
利
用
に
よ

り
、家
庭
学
習
の
時
間
が
削
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
、簡
単
に

知
ら
な
い
人
と
出
会
う
こ
と
も
で

き
、判
断
力
が
乏
し
く
、知
識
の
浅

い
子
ど
も
た
ち
が
、被
害
に
あ
う

可
能
性
も
低
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま

た
、ネ
ッ
ト
を
介
し
た
事
件
は
決

し
て
都
会
だ
け
の
話
で
は
な
く
、

尾
鷲
の
よ
う
な
地
方
都
市
で
も
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
意
志
で
ス
マ
ホ
等
を
や

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
、触
っ
て

い
な
い
と
不
安
に
な
る
、眠
れ
な

い
、と
い
っ
た
状
態
に
陥
り
、学
校

も
欠
席
が
ち
に
な
り
、不
登
校
に

発
展
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。健

康
面
や
精
神
面
、学
業
面
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
学
校
で
は
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
の
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。子
供

を
ト
ラ
ブ
ル
や
危
険
か
ら
守
る
た

め
に
は
、家
庭
で
の
指
導
も
不
可

欠
で
す
。子
供
に
ス
マ
ホ
等
を
持

た
せ
て
い
る
人
も
、こ
れ
か
ら
購

入
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
人
も
、

子
ど
も
が
安
全
に
利
用
で
き
る
よ

う
で
き
る
限
り
の
対
策
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

・使
用
時
間
や
使
用
場
所
、使
用
目

的
等
に
つ
い
て
家
庭
内
の
ル
ー

ル
を
作
る
。

・ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
る
か
定

期
的
に
点
検
す
る
。

・フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
る
。

・
子
供
の
利
用
状
況
を
こ
ま
め
に

把
握
す
る
。

・ス
マ
ホ
や
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い

て
の
知
識
を
持
つ
。

子
ど
も
と
ス
マ
ホ

ネ
ッ
ト
い
じ
め

学
力
・
集
中
力
の
低
下

事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性

ス
マ
ホ
依
存
・
ネ
ッ
ト
依
存

お
問
い
合
わ
せ　
教
育
総
務
課　
☎
�
８
２
９
２

子
ど
も
を
守
る
た
め
に



⓳

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

　
一
般
に「
食
あ
た
り
」と
い
う
と

夏
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、

寒
く
な
る
こ
の
季
節
に
猛
威
を
奮

う
の
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス（
以
下
ノ

ロ
）で
す
。非
常
に
感
染
力
が
強

く
、嘔
吐
や
下
痢
、腹
痛
、発
熱
を

引
き
起
こ
し
、子
ど
も
や
高
齢
者

は
重
篤
化
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。感
染
し
な
い
よ
う
予
防
対
策

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

①
人
か
ら
の
感
染

●
患
者
の
便
や
嘔
吐
物
か
ら
人

の
手
等
を
介
し
て
感
染
す

る
場
合

●
感
染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
、

お
し
ゃ
べ
り
で
飛
ぶ
飛
沫

を
吸
い
こ
ん
だ
場
合
な
ど

②
食
品
か
ら
の
感
染

●
感
染
者
が
調
理
等
を
し
て

汚
染
さ
れ
た
食
品
を
食
べ

た
場
合

●
ウ
イ
ル
ス
が
蓄
積
し
た
二
枚

貝
を
加
熱
不
十
分
で
食
べ

た
場
合
な
ど

　
ノ
ロ
の
予
防
に
は
こ
れ
ら
の
感

染
経
路
を
断
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
ま
ず
は
手
洗
い
！

　

風
邪
や
一
般
の
食
中
毒
予

防
に
効
果
的
な
手
洗
い
は
ノ

ロ
に
も
有
効
で
す
。

　

手
洗
い
の
ポ
イ
ン
ト
は「
十

分
な
流
水
で
」「
石
鹸
を
使
い
」

「
洗
い
残
し
の
多
い
と
こ
ろ
に

注
意
し
て
」「
30
秒
か
け
て
洗

う
」で
す
。洗
い
残
し
が
多
い
の

は
指
の
間
、手
首
、爪
の
間
等
。

意
識
し
て
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

料
理
前
や
ト
イ
レ
後
な
ど
、

特
に
ウ
イ
ル
ス
に
気
を
つ
け
た

い
時
は
二
度
洗
い
を
す
る
と
さ

ら
に
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

◆
し
っ
か
り
消
毒
！

　
ノ
ロ
は
加
熱
消
毒
、ま
た
は

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に

よ
る
消
毒
が
可
能
で
す
。

　

加
熱
は
、中
心
温
度
85
～

90
℃
で
90
秒
の
加
熱
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。中
ま
で
火
が

通
っ
て
か
ら
さ
ら
に
90
秒
を

心
が
け
る
と
加
熱
不
足
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

に
よ
る
消
毒
は
、家
庭
用
の
次

亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
入
り

漂
白
剤
等
を
用
い
ま
す
。使

用
上
の
注
意
を
よ
く
読
み
ま

し
ょ
う
。洗
剤
で
洗
っ
た
調
理

器
具
等
を
適
切
な
濃
度
の
漂

白
剤
に
浸
け
、流
水
で
洗
い
流

し
ま
す
。

◆
感
染
を
広
げ
な
い
！

　

便
や
嘔
吐
物
か
ら
感
染
を

広
げ
な
い
た
め
に
、正
し
い

処
理
方
法
を
覚
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

①
使
い
捨
て
の
マ
ス
ク
、手

袋
、エ
プ
ロ
ン
を
装
着
し
、

空
気
中
の
ウ
イ
ル
ス
を
逃

が
す
た
め
窓
を
開
け
る
。

②
消
毒
液
を
作
る
。（
通
常
の

消
毒
に
使
う
時
の
５
倍
の

濃
度
。１
ℓ
に
キ
ャ
ッ
プ
１

杯
な
ら
１
ℓ
に
５
杯
）

③
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
便
や

嘔
吐
物
を
覆
い
、消
毒
液
を

静
か
に
注
ぐ
。

④
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
ふ
き

取
る
。

⑤
床
を
清
掃
し
、消
毒
す
る
。

⑥
終
了
後
、う
が
い
と
手
洗
い

を
十
分
に
行
な
う
。

　
日
頃
の
手
洗
い
や
消
毒
を
大
切

に
し
な
が
ら
、感
染
し
た
場
合
に

備
え
て
今
の
う
ち
に
準
備
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

健
康
長
寿
推
進
係

☎
�
３
８
７
１

　

今
号
で
は
、平
成
29
年
４
月
か

ら
尾
鷲
市
の
観
光
大
使
と
な
っ
た
、

思
い
や
り
や
優
し
さ
を
伝
え
る
尾

鷲
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
尾
鷲
よ
い
と
こ
ヤ
ー
ヤ

に
ゃ
ん
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
ヤ
ー
ヤ
に
ゃ
ん
」は
、全
国
公

募
に
よ
っ
て
平
成
28
年
２
月
に
誕

生
し
た
尾
鷲
市
初
の
ご
当
地
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
、市
の
魚
で
あ
る
ブ

リ
の
鉢
巻
き
に
尾
鷲
節
踊
り
の
衣

装
を
着
た
、笑
顔
が
か
わ
い
い
ネ

コ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

　
普
段
は
、「
あ
な
た
の
笑
顔
が
た

か
ら
も
の
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、福
祉
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
り
、市
外
で
尾
鷲
市
の
宣
伝
を

行
っ
た
り
、精
力
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、伊
勢
市
で
行
わ
れ
た

お
伊
勢
さ
ん
菓
子
博
２
０
１
７
や
、

イ
タ
ダ
キ
市
、ち
び
っ
子
防
災
フ
ェ

ア
に
参
加
す
る
な
ど
、「
誰
も
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
尾
鷲
」に

な
る
よ
う
に
、そ
し
て
豊
か
で
魅
力

的
な
尾
鷲
が
ま
す
ま
す
元
気
に
な

る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
や
優
し
い
笑

顔
に
よ
っ
て
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ

ン
プ
リ
２
０
１
６
で
は
、県
内
の

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
中
で
５

位
に
入
る
な
ど
、市
内
外
で
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ

ン
プ
リ
２
０
１
７
の
投
票
は
11
月

10
日
㈮
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
投
票
は
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
１
７
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

※
投
票
に
は
会
員
登
録
が
必
要

で
す
。

　
優
し
い
笑
顔
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ

ン
ト
の「
ヤ
ー
ヤ
に
ゃ
ん
」を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
㉒
３
２
４
６

が
ん
ば
ん
り
ょ
る
コ
ー
ナ
ー
尾鷲よいとこヤーヤにゃん

尾鷲よいとこヤーヤにゃん

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
用
心
夏
だ
け
じ
ゃ
な
い
食
中
毒

ノ
ロ
の
感
染
経
路
は
？

ノ
ロ
を
予
防
し
よ
う
！



申込・お問い合わせ　熊野古道センター　☎�２６６６
ホームページ http://www.kumanokodocenter.com/

熊野古道センター

　毎週日曜日は、申込不要で参加できる「日曜わくわくものづくり体験」（午後１時～ ３時受付、メニュー週替わり）
を開催しています。※都合により変更する場合があります。
11月の予定　５日（鍋敷づくり）・12日（動物立体パズル）・19日（ひのきのおもちゃ）・26日（動物立体パズル）

企画展　集落展 文脈のカタチ
～紀伊半島にみる漁村空間～

　紀伊半島の沿岸に点在する漁村集落には、独自の地
勢的な立地条件から、特徴的な景観などが「風土のカタ
チ」として残っています。また、習俗や生業に伴う様々
な「文化のカタチ」も集落の町並みの各所に観ることが
できます。
　当企画展では、これら漁村集落に住む人々の営みが
創りだす造形、日本の風土から立ち上がる集落の美し
さの断片を、写真や地形模型・図面・映像などで紹介し
ます。
◆期　間　12 月２日㈯～平成 30 年１月 21 日㈰

午前９時～午後５時
※12月31日㈰、１月１日㈪㈷は休館

◆入場料　無料

≪付属事業≫
①講演会　

演題①「建築学から見た漁村集落」
演題②「路地空間の魅力」
◇日　時　12月17日㈰ 午前10時～ 11時30分
◇入場料　無料
◇定　員　80人（要申込・先着順）
◇講　師　演題①下田元毅氏（大阪大学助教）

演題②宮崎篤徳氏（関西大学研究員）
◇受　付　11月17日㈮～ 12月10日㈰

※定員になり次第締切
②新しい古道の歩き方「九鬼漁村まち歩き」

　古くから漁村として栄え、人の営みとともに独自
の景観が育まれた尾鷲市九鬼町の「まち」を、建築工
学専門家の解説を聞きながら歩きます。
◇日　時　12月17日㈰ 午後1時～ 2時30分
◇参加料　200円（保険料・資料代含）
◇定　員　30人（要申込・応募多数の場合抽選）
◇場　所　九鬼町（集合：移住体験住宅「みやか」）
◇講　師　川窪広明氏・下田元毅氏・宮崎篤徳氏
◇受　付　11月17日㈮～ 12月10日㈰

【相談内容】こころの健康についての相談　　　【日時・場所】ご相談に応じます。※電話でも相談できます。

　こころの悩みや不調を抱えていませんか。保健師による、こころの健康相談を行っていますので、
お気軽にお問い合わせください。

こころの健康相談

特別展示室企画展　熊野の漁具
　人々の知恵と工夫が詰まった漁具の展示を通じて、古
くから、良質な漁場として知られる熊野灘で行われてき
た漁法などを紹介します。
◆期　間　11月11日㈯～平成30年１月７日㈰

午前10時～午後５時
※12月31日㈰、１月１日㈪㈷は休館

◆入場料　無料

新しい古道の歩き方
尾鷲トレイル・矢ノ川安全索道跡～九木峠越え
　尾鷲市を囲むようにぐるっと尾根伝いに歩く全長
約37kmの道を「尾鷲トレイル」と呼びます。今回は、
その一部を歩き、九木峠を目指します。途中、矢ノ川
安全索道の駅舎跡を訪ねます。
◆日　時　11月25日㈯　午前９時～午後３時

※雨天の場合は12月２日㈯に延期
◆参加料　500円（保険代、資料代を含む）
◆定　員　20人（要申込、応募多数の場合抽選）
◆場　所　矢ノ川安全索道・大橋駅跡～九木峠

（集合：熊野古道センター駐車場）
◆案内人　福田晃久氏（奥熊野体験ガイド）
◆受　付　～ 11月18日㈯

⓴

企画展　尾鷲林業物語
～森林鉄道と索道の軌跡～

　尾鷲林業の発展と歴史、森林生産物の運材方法とし
て考案された「森林鉄道」と「索道」に焦点を当て、尾鷲
林業の軌跡を紹介します。

◆期　間　～ 11月19日㈰ 午前9時～午後5時
※会期中無休

◆入場料　無料

献血（400㎖）
実施日 時間 場所

11月21日㈫
午前 10時～正午 尾鷲三田火力発電所
午後２時～４時 三重県尾鷲庁舎

◆運転免許・保険証など、本人確認ができるものを持参
　してください。
◆薬を服用している人、特定の海外渡航歴のある人は
　献血できません。

お問い合わせ  健康長寿推進係 ☎� 3871対象者　年齢18 ～ 69歳（男性は17歳も可）で、体重50㎏以上の人

【日時・場所】ご相談に応じます。※電話でも相談できます。

　妊娠、出産、子育てやお子さんの発育・発達のことで困っていませんか。保健師、管理栄養士による子育て相談
を行っています。お気軽にお問い合わせください。

すくすく子育て相談

お問い合わせ  健康長寿推進係 ☎� 3871



当番薬局
休日診療は尾鷲総合病院をご利用く
ださい。

休日の急病はこちら

月日 薬　局　名　
11/ ３ くろだ薬局

11/ ５ くろだ薬局

11/12 くろだ薬局

11/19 くろだ薬局

11/23 くろだ薬局

11/26 くろだ薬局
午前９時～午後５時

て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク

60
万
歩
の
旅
で
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
よ
り
楽
し
み
な
が
ら

続
け
ら
れ
る「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万

歩
の
旅
」
マ
ッ
プ
を
無
料
配
布
し
て
い
ま

す
。【
配
布
先
・
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
】

完
歩
達
成
者
（
※
順
不
同　

敬
称
略
）

九
州
温
泉
巡
り
Ｏ
ｐ
10

梶
田
美
織
、梶
田
卓
斌

山
陰
地
方
Ｏ
ｐ
９　

舟
瀬 

蔀

尾
瀬
Ｏ
ｐ
７　

岩
崎
康
知

北
海
道
横
断
Ｏ
ｐ
１

川
上
教
子
、山
根
温
子

⑯
奥
の
細
道
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

内
山
渥
美

⑭
北
海
道
～
札
幌
～
函
館
編

榎
本
静
代

⑬
北
海
道
～
北
見
～
札
幌
編

岡 

明
子

⑫
北
海
道
～
稚
内
～
北
見
編

濱
口
美
智
子

⑨
九
州
周
防
灘
～
日
向
灘
沿
い
編

世
古
ゑ
ち
子

⑧
伊
予
・
讃
岐
の
国
編

岡 

民
子
、湯
浅
久
美
子

⑦
土
佐
の
国
編　

中
村
富
子

①
熊
野
古
道
編　

北
裏
博
臣

このページの申込・お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１
㉑

がん検診
実施日 場所 受付時間 定員 申込開始日

11/29 ㈬
三木里コミュニティーセンター 　8:00 ～ 8:30

胃がん 50 人、肺がん 100 人 11/ ２㈭
福祉保健センター 　10:00 ～ 10:30

申込先　北輪内センター　☎�２００４　　健康長寿推進係　☎�３８７１

実施日 場所 受付時間 定員 申込開始日乳がん 子宮頸がん
12/ ３㈰ 福祉保健センター 13:30 ～ 14:30 なし 40人

11/ ２㈭
12/6㈬

九鬼コミュニティーセンター 13:30 ～ 14:30 13:30 ～ 14:30 乳がん40人
子宮頸がん 80人古江コミュニティーセンター 14：40 ～ 15：00 14：40 ～ 15：00

申込先　九鬼センター　☎�２００４　南輪内センター　☎�２００４　健康長寿推進係　☎�３８７１

胃がん・肺がん検診

乳がん・子宮頸がん検診

●自己負担金　胃がん検診1,000円、肺がん検診500円、喀痰検診500円

●子宮頸部・体部がん検診は、下記の医療機関で随時、受診することができます。
尾鷲総合病院　☎�３１１１　　海山レディースクリニック　☎㉝０８８８

生活保護世帯は無料ですが、必ず申告してください。

11/29㈬と12/ ３㈰は託児を利用することができますので、事前予約を行ってください。

●自己負担金　乳がん検診1,000円、子宮頸がん検診1,000円

高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ
◆対象者　　①市内に住民票を有し、接種日に満65歳以上の人

②予防接種施行令で定める60歳以上65歳未満の人
※心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活

活動が極度に制限される程度の障害を有する人、ヒト免
疫不全ウイルスにより日常生活のほとんどが不可能な
程度の障害を有する人（該当の有無については主治医に
要確認）

◆接種方法　個別接種にて１回接種します。
◆接種期間　10月15日㈰～平成30年１月31日㈬
◆負担金　　1,500円を医療機関窓口でお支払いください。

※被生活保護者は無料です。
◆医療機関　市内および紀北町の実施受託医療機関（但し、入院等で両

市町内での接種が困難な場合は、三重県内の医療機関であ
れば接種することができます。）

お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１



◎
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

15
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
６
時

原 

健
治 　
弁
護
士

◎
人
権
相
談

17
日
㈮　
午
前
10
時
～
正
午

直
江 

篤　
　

人
権
擁
護
委
員

小
川
早
知
子  

人
権
擁
護
委
員

◎
司
法
書
士
相
談

21
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午

庄
司
純
史　
司
法
書
士

◎
行
政
相
談

22
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

林 

正
弘   

行
政
相
談
委
員

申
込・お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
�
８
２
５
０

◎
児
童
相
談・女
性
相
談

14
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込・お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課☎

�
８
２
０
１

◎
三
重
大
学
連
携
室
相
談

15
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時

　
※
前
日
午
後
１
時
ま
で
に
予
約

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
相
談
日
は
変
更
す
る
場
合
が

　
　
あ
り
ま
す
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

市
長
公
室  

☎
�
８
１
３
４

　
第
11
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗

駅
伝
に
出
場
す
る
尾
鷲
市
代
表
の

小
学
生
選
手
を
広
く
募
る
た
め
、

選
考
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

11
月
11
日
㈯

午
前
10
時
～
（
小
雨
決
行
）

（
受
付：午
前
９
時
～
）

※
参
加
人
数
等
に
よ
り
、開
始

時
間
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
場
所

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
種
目

１
、５
０
０
ｍ（
男
女
共
）

◆
選
考
方
法

　

選
考
会
の
結
果
を
も
と
に

実
行
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

◆
選
考
選
手

第
１
区（
１・
28
㎞
）小
学
生
女

子・
第
２
区（
１・
８
㎞
）小
学

生
男
子
そ
れ
ぞ
れ
２
人（
補
欠

１
名
を
含
む
）

◆
参
加
資
格

①
12
月
１
日
現
在
、保
護
者
が

市
内
に
居
住
し
て
い
る
小

学
校
５・６
年
生

②
平
成
30
年
２
月
18
日
㈰
開
催

の
第
11
美
し
国
三
重
市
町
対

抗
駅
伝
に
出
場
で
き
る
人

◆
申
込

　

申
込
書
を
11
月
６
日
㈪
の

午
後
５
時
ま
で
に
、左
記
の
と

こ
ろ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

市
体
育
文
化
会
館
内

美
し
国
駅
伝
大
会
尾
鷲
市
実
行

委
員
会
事
務
局（
生
涯
学
習
課
）

☎
�
８
２
９
９

　
11
月
９
日
㈭
か
ら
15
日
㈬
ま
で

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施

し
ま
す
。

　
今
年
の
全
国
統
一
防
火
標
語
は

「
火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 

習

慣
に
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
て
火

災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り

ま
す
。火
の
元
に
十
分
に
注
意
し

て
、火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
す
べ
て
の
住
宅
に
は
、住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、設
置
の
義

務
化
か
ら
10
年
が
経
過
し
、機
器

の
不
具
合
等
も
起
こ
っ
て
き
て
い

ま
す
。火
災
か
ら
あ
な
た
や
家
族

の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、こ
の

機
会
に
、再
度
自
宅
を
確
認
し
、設

置
し
て
い
な
い
住
宅
に
つ
い
て

は
、す
み
や
か
に
設
置
し
、設
置
し

て
い
る
住
宅
に
つ
い
て
は
機
器
の

点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

三
重
紀
北
消
防
組
合
予
防
課

☎
�
２
０
５
１

有
料
広
告
欄

固定資産税４期、国民健康保険税６期、後期高齢者保険料５期の納期限は 11 月 30 日㈭です。税務課　☎�８１７３

おわせよいとこヤーヤにゃん

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
１月号の締め切りは、11 月 22 日㈬です。

大きさ １枠 縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、お問
い合わせくだ
さい。
市長公室

☎�８１３２
掲載料

１枠につき月額
市内業者１０，０００円
市外業者１５，０００円

市
民
相
談

㉒

秋
季
火
災
予
防

運
動
実
施

美
し
国
三
重
市
町

対
抗
駅
伝
尾
鷲
市

代
表
選
手
選
考
会



　
市
営
住
宅
の
入
居
補
欠
者
を
募

集
し
ま
す
。

　
今
回
は
４
月
末
ま
で
に
空
き
家

が
出
た
場
合
の
入
居
順
位
の
み
の

募
集
で
す
。

◆
募
集
期
間

11
月
１
日
㈬
～
22
日
㈬

（
土・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

◆
入
居
資
格

　

平
均
月
収
が
15
万
８
千
円

以
下
な
ど
、詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

建
設
課　
☎
�
８
２
４
１

い
よ
い
よ
行
く
よ
～
ッ

尾
鷲
ト
レ
イ
ル

◆
日
程

便
石
縦
走
コ
ー
ス

馬
越
峠
～
便
石
山
～
旧
坂

下
隧
道

12
月
10
日
㈰

汐
ノ
坂
縦
走
コ
ー
ス

小
原
野
～
汐
ノ
坂
～
小
原

野
奥平

成
30
年
１
月
14
日
㈰

高
峰
縦
走
コ
ー
ス

矢
ノ
川
峠
～
高
峰
山
～
小

原
野
奥

平
成
30
年
２
月
４
日
㈰

八
鬼
山
縦
走
コ
ー
ス

矢
ノ
川
峠
～
小
坪
～
八
鬼
山

平
成
30
年
３
月
11
日
㈰

◆
申
込
受
付

11
月
10
日
㈮　
午
前
10
時
～

◆
募
集
人
数

各
コ
ー
ス
15
人（
中
学
生
以

上・最
小
催
行
人
員
８
人
）

◆
参
加
費

３
、０
０
０
円（
保
険
料
込
み
）

◆
集
合
場
所

Ｊ
Ｒ
尾
鷲
駅

◆
集
合
時
間

午
前
７
時
45
分

　
天
候
に
よ
り
、延
期
や
コ
ー
ス

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.facebook.

com
/m

isem
asuow

ase/

申
込・お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
商
工
会
議
所

☎
�
２
６
１
１

◆
日
時

平
成
30
年
２
月
17
日
㈯

昼
の
部　
午
後
２
時
～

夜
の
部　
午
後
６
時
～

◆
場
所

尾
鷲
市
市
民
文
化
会
館

（
せ
ぎ
や
ま
ホ
ー
ル
）

◆
チ
ケ
ッ
ト

全
席
指
定　
５
、０
０
０
円

※
尾
鷲
市
市
民
文
化
会
館
窓

口
ま
た
は
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
文
化
振
興
会

☎
�
３
０
０
０

　
小・
中
学
校
の
福
祉
協
力
校
に

通
う
児
童・
生
徒
の
福
祉
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
の
発
表
や
表

彰
が
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

11
月
25
日
㈯ 

午
前
10
時
～

◆
場
所

中
央
公
民
館

　
お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課☎

�
８
１
９
２

海の幸・山の幸！尾鷲の名産がお買い得 !!

11月４日㈯、12月２日㈯開催
午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　尾鷲商工会議所　☎�２６１１
　　　　　　　水産商工食のまち課

 

老人クラブ 11 月の講座 老人クラブ連合会
講座名 日時 講座名 日時

カラオケたんぽぽ 6・20日　   午前９時30分～ 折り紙 8・22日　  午前９時30分～

カラオケさくら 13・27日　 午前９時30分～ コーラス 8・22日　  午後１時 30 分～

俳句 13 日　      午後１時～ 民謡 2・16日　  午前10時～

将棋 7・21 日　  午後１時 30 分～ 日舞 10・17日　午前10時～

囲碁 14・29 日　午後１時 30 分～ 詩吟 10・17日　午後１時 30 分～

書道 1・15 日　  午前９時 30 分～ 生花 10・24日　午前９時30分～

茶道 1・15 日　  午後 0 時 30 分～ お問い合わせ　☎�７９４１

「三木浦こいやぁ」は 11 月 18 日㈯開催予定です。

し尿くみ取り日程

お問い合わせ 
クリンクルセンター 　 ☎�０６０５

三木浦　　～ 11 月２日㈭
曽　根　　11 月６日㈪
三木里　　11 月７日㈫～ 10 日㈮
古　江　　11 月 14 日㈫～ 17 日㈮
梶　賀　　11 月 20 日㈪  
賀　田　　11 月 21 日㈫～ 27 日㈪

㉓

第
29
回
尾
鷲
市

社
会
福
祉
大
会

商
工
会
議
所
女
性

部
と
行
く
秘
境
巡

り
ツ
ア
ー
参
加
者

募
集

三
山
ひ
ろ
し

コ
ン
サ
ー
ト

市
営
住
宅

補
欠
入
居
者
募
集



弾
丸
な
息
抜
き
に
出
て
い

ま
し
た
。昔
は
前
も
っ
て

準
備
と
か
し
て
い
た
の
で
す
が
、

今
と
な
っ
て
は
、当
日
の
朝
に
準

備
す
る
と
い
う
、な
ん
と
か
な
る

だ
ろ
う
、大
丈
夫
だ
ろ
う
性
格
が

に
じ
み
出
て
い
ま
す（
笑
）。

　

当
然
、今
回
も
ほ
ぼ
ノ
ー
プ
ラ

ン
で
気
楽
に
出
た
訳
で
す
。旅
な

ん
て
、間
違
い
や
恥
、何
で
も
あ
り

で
す
か
ら
ね
。む
し
ろ
何
か
あ
っ

た
ほ
う
が
冒
険
で
き
て
楽
し
い
で

す
よ
ね
。私
は
久
々
に
、こ
け
て
足

と
顎
を
擦
り
む
き
ま
し
た
よ
～
。

笑
っ
て
済
ん
で
い
き
ま
し
た
。普

段
な
ら
、こ
れ
で
す
み
ま
せ
ん
が
。

　

さ
あ
、先
月
か
ら
、イ
ベ
ン
ト
が

目
白
押
し
で
す
。紅
葉
も
み
ご
ろ

に
な
り
そ
う
で
す
ね
。ぜ
ひ
、外
に

出
て
普
段
と
は
違
っ
た
過
ご
し
方

を
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。気
分

が
軽
く
な
る
か
も
☆
☆
☆

★
今
月
の
夜
間
観
望
会

３
日
㈮・４
日
㈯

満
月
頃
の
月・ベ
ガ・デ
ネ
ブ

10
日
㈮
・11
日
㈯

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
大
星
雲・

天
王
星・北
極
星（
二
重
星
）

17
日
㈮・18
日
㈯

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
大
星
雲・

天
王
星・
北
極
星（
二
重
星
）

ほ
か

19
日
㈰
午
後
６
時
～
８
時
30
分

星
を
じ
っ
く
り
見
て
み
よ
う

（
メ
シ
エ
天
体
）天
文
サ
イ
エ

ン
ス
教
室

●
対
象 

小
学
４
年
生
以
上

●
定
員 

５
人（
組
）

●
参
加
費 

無
料

●
持
ち
物え

ん
ぴ
つ
、ノ
ー
ト

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

24
日
㈮・25
日
㈯

上
弦
頃
の
月・す
ば
る

・
入
館
時
間 

午
後
７
時
～
９
時

・
夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館

★
昼
間
の
一
般
観
望（
太
陽
観
望
）

金・土・日
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ・自
由
参
加

・
日
時　
11
月
２
日
㈭

・
対
象

　
①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
②
０
歳
児
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

・
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、わ
ら

　
　
　
　
べ
う
た
、指
遊
び
な
ど

◆
お
は
な
し
の
時
間・自
由
参
加

・
日
時　
11
月
９・16
日
㈭

　
午
後
３
時
～
４
時

・
対
象   

幼
児

・
内
容　
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み

　
　
　
　
聞
か
せ
・
折
紙
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場

・
日
時　
11
月
11・25
日
㈯

　
午
前
11
時
～
正
午

・
対
象   

小
学
生

・
内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
・
紙
芝

居
ほ
か

11
月
の
休
館
日

３
・
６
・
13
・
19
・
20
・
23
・
27
・

30
日

２
０
１
７（
平
成
２
９
年
）

11
月
号

発
行

日
　

平
成

２
９

年
1

1
月

１
日

編
集

者
　

尾
鷲

市
市

長
公

室
秘

書
広

報
係

〒
519-3696 三

重
県

尾
鷲

市
中

央
町

10
番

43
号

☎
0597-23-8132　

FAX0597-22-2111
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　

http://w
w

w
.city.ow

ase.lg.jp/
N
o.765

広
報

▲

防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !

人の動き（９月 末 現 在 ）
　人　口  18,444 人 （前月比  －16 ）

  　（男 8,560 人　　女 9,884 人）
　世帯数 9,577 世帯  （前月比   －４ ）
　転　入    42人　 　  転　出   27 人
　出　生　  ７人　　   死　亡  30 人

その他  －８ 人　   （住民基本台帳）

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

お
わ

せ

今
月
の
お
す
す
め
図
書

天
文
科
学
館 

☎
�
０
５
２
５

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

編
集
後
記

《
一
般
図
書
》

・
末
な
が
く
、
お
幸
せ
に　
　
あ
さ
の
あ
つ
こ　
著

　
あ
る
結
婚
式
場
で
披
露
宴
が
開
か
れ
て
い
た
。こ

れ
か
ら
小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
く
と
い
う
幸
せ
そ

う
な
二
人
。出
席
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸

に
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
て
い
く
。人
生
い
ろ
い
ろ
あ

る
け
れ
ど
、そ
の
た
び
強
く
な
っ
て
前
向
き
に
生
き

て
い
こ
う
、ど
う
か「
末
な
が
く
、お
幸
せ
に
」と
思
え

る
本
で
す
。

・
戌
年
の
ゆ
る
文
字
年
賀
状　
　
宇う

だ
が
わ

田
川
一か

ず
み美　
著

　
年
賀
状
な
ん
て
ま
だ
ま
だ
、と
思
っ
て
い
る
う
ち
に

師
走
に
突
入
。と
い
う
の
が
毎
年
の
パ
タ
ー
ン
の
人
は

大
勢
い
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
こ
そ
、早
く
仕
上
げ
た
い
！
と
い
う
方
、筆
ペ
ン

で
書
く「
ゆ
る
文
字
」年
賀
状
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
の
ま
ま
マ
ネ
で
き
る
戌
年
の
年
賀
状
図
案
七
〇
点

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他

・
地
の
星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊い

ぶ
き吹
有ゆ

き喜　
著

・
ア
ナ
ロ
グ　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ー
ト
た
け
し　
著

・
恋
と
は
ど
ん
な
も
の
か
し
ら　
　
朝あ

さ
お
か岡 

聡さ
と
し　
著　

《
児
童
図
書
》

・
す
っ
ぱ
り
め
が
ね　
　
藤ふ

じ
む
ら村

賢け
ん
じ志　

作

　
僕
の
持
っ
て
い
る「
す
っ
ぱ
り
め
が
ね
」。こ
の
め
が
ね
を
使
う
と
、あ
ら

不
思
議
！
何
で
も
す
っ
ぱ
り
中
身
が
見
え
ち
ゃ
う

ん
で
す
。腕
時
計
や
ピ
ア
ノ
、車
も
す
っ
ぱ
り
！
身

近
な
も
の
の
断
面
を
の
ぞ
け
る
、好
奇
心
を
く
す
ぐ

る
絵
本
で
す
。

そ
の
他

・
あ
い
た
く
て
あ
い
た
く
て　
　
　
　
み
や
に
し
た
つ
や　
作
・
絵

・
ま
る
ご
と
キ
ッ
ズ
マ
ジ
ッ
ク
大
集
合
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ　
藤ふ

じ
わ
ら原

邦く
に
や
す恭　

著


